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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　販売する各種商品の少なくとも商品コード、分類コード、商品名、売価を商品情報とし
て記憶した商品情報ファイルと、商品に付されたバーコードをスキャニングして読み取り
商品コードを取得するバーコードスキャナと、このバーコードスキャナからの商品コード
に基づいて前記商品情報ファイルから該当する商品コードの商品情報を読み出すとともに
その商品情報の分類コードに基づいて前記商品情報ファイルから同一分類コードをもつ他
の商品情報を読み出す同種類商品情報の読み出し手段と、表示出力あるいは印刷出力する
出力手段と、前記読み出し手段が読み出した同種類の商品情報のリストを出力するように
前記出力手段を制御する第１の出力制御手段と、前記読み出し手段が読み出した同種類の
複数の商品情報のうちの操作者により選択された１つの商品情報に該当する前記商品の陳
列位置を知らせる情報を出力するように前記出力手段を制御する第２の出力制御手段とを
設けたことを特徴とする商品紹介システム。
【請求項２】
　販売する各種商品の少なくとも分類コード、商品名、売価を商品情報として記憶した商
品情報ファイルと、商品分類名の入力手段と、この入力手段から入力した商品分類名に対
応した分類コードに基づいて前記商品情報ファイルから同一分類コードをもつ同種類の複
数の商品情報を読み出す同種類商品情報の読み出し手段と、表示出力あるいは印刷出力す
る出力手段と、前記読み出し手段が読み出した同種類の商品情報のリストを出力するよう
に前記出力手段を制御する第１の出力制御手段と、前記読み出し手段が読み出した同種類
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の複数の商品情報のうちの操作者により選択された１つの商品情報に該当する前記商品の
陳列位置を知らせる情報を出力するように前記出力手段を制御する第２の出力制御手段と
を設けたことを特徴とする商品紹介システム。
【請求項３】
　商品に付されたバーコードをスキャニングして読み取り商品コードを取得するバーコー
ドスキャナと、このバーコードスキャナからの商品コードに基づいて、販売する各種商品
の少なくとも商品コード、分類コード、商品名、売価を商品情報として記憶した商品情報
ファイルから該当する商品コードの商品情報を読み出すとともにその商品情報の分類コー
ドに基づいて前記商品情報ファイルから同一分類コードをもつ他の商品情報を読み出すよ
うにサーバに要求する手段と、表示出力あるいは印刷出力する出力手段と、前記要求に応
じて前記サーバが読み出した同種類の商品情報のリストを出力するように前記出力手段を
制御する第１の出力制御手段と、前記要求に応じて前記サーバが読み出した同種類の複数
の商品情報のうちの操作者により選択された１つの商品情報に該当する前記商品の陳列位
置を知らせる情報を出力するように前記出力手段を制御する第２の出力制御手段とを設け
たことを特徴とする情報端末装置。
【請求項４】
　商品分類名の入力手段と、この入力手段から入力した商品分類名に対応した分類コード
に基づいて、販売する各種商品の少なくとも分類コード、商品名、売価を商品情報として
記憶した商品情報ファイルから同一分類コードをもつ同種類の複数の商品情報を読み出す
ようにサーバに要求する手段と、表示出力あるいは印刷出力する出力手段と、前記要求に
応じて前記サーバが読み出した同種類の商品情報のリストを出力するように前記出力手段
を制御する第１の出力制御手段と、前記要求に応じて前記サーバが読み出した同種類の複
数の商品情報のうちの操作者により選択された１つの商品情報に該当する前記商品の陳列
位置を知らせる情報を出力するように前記出力手段を制御する第２の出力制御手段とを設
けたことを特徴とする情報端末装置。
【請求項５】
　前記第１の出力制御手段は、前記リストを前記サーバが読み出した同種類の商品情報を
売価が安価な順に並べて表示するものとすることを特徴とする請求項３または請求項４に
記載の情報端末装置。
【請求項６】
　前記第２の出力制御手段は、前記出力手段により出力させる前記情報を、陳列棚のレイ
アウトをグラフィック表示するとともに前記選択した商品情報に該当する前記商品が陳列
してある陳列棚をマーク表示するものとすることを特徴とする請求項３または請求項４に
記載の情報端末装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、例えば、スーパーマーケット等の量販店で使用される商品紹介システムおよ
び情報端末装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
量販店において、客が、例えば醤油の各種商品の価格を比較する場合は、商品に貼ってあ
る値札を直接見るか、商品の陳列棚に表示してある値段を見て行っており、例えば、一番
安い商品を探し出すのに手間がかかっていた。また、特売品やタイムサービス品があった
場合にその商品を探し出すのに手間がかかっていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このように、従来は客が商品の陳列場所に行って商品を探しながら直接値段を確認しなけ
ればならず、一番安い商品を探したり、特売品などを探したりするのに手間がかかりこの
点でサービスが悪かった。
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【０００４】
そこで、各請求項記載の発明は、同一分類に属する複数の商品の商品名、売価等をまとめ
て客に紹介でき、これにより客は例えば一番安い商品を簡単に知ることができ、また、紹
介された商品の１つを選択することでその商品の陳列位置を知らせることができ、これに
より客は目的の商品を容易に見つけて購入することができ、客へのサービスを向上できる
商品紹介システムを提供する。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の発明は、販売する各種商品の少なくとも商品コード、分類コード、商品
名、売価を商品情報として記憶した商品情報ファイルと、商品に付されたバーコードをス
キャニングして読み取り商品コードを取得するバーコードスキャナと、このバーコードス
キャナからの商品コードに基づいて商品情報ファイルから該当する商品コードの商品情報
を読み出すとともにその商品情報の分類コードに基づいて商品情報ファイルから同一分類
コードをもつ他の商品情報を読み出す同種類商品情報の読み出し手段と、表示出力あるい
は印刷出力する出力手段と、読み出し手段が読み出した同種類の商品情報のリストを出力
するように出力手段を制御する第１の出力制御手段と、読み出し手段が読み出した同種類
の複数の商品情報のうちの操作者により選択された１つの商品情報に該当する商品の陳列
位置を知らせる情報を出力するように出力手段を制御する第２の出力制御手段とを設けた
ものである。
【０００６】
　請求項２記載の発明は、販売する各種商品の少なくとも分類コード、商品名、売価を商
品情報として記憶した商品情報ファイルと、商品分類名の入力手段と、この入力手段から
入力した商品分類名に対応した分類コードに基づいて商品情報ファイルから同一分類コー
ドをもつ同種類の複数の商品情報を読み出す同種類商品情報の読み出し手段と、表示出力
あるいは印刷出力する出力手段と、読み出し手段が読み出した同種類の商品情報のリスト
を出力するように出力手段を制御する第１の出力制御手段と、読み出し手段が読み出した
同種類の複数の商品情報のうちの操作者により選択された１つの商品情報に該当する商品
の陳列位置を知らせる情報を出力するように前記出力手段を制御する第２の出力制御手段
とを設けたものである。
【０００７】
　請求項３記載の発明は、商品に付されたバーコードをスキャニングして読み取り商品コ
ードを取得するバーコードスキャナと、このバーコードスキャナからの商品コードに基づ
いて、販売する各種商品の少なくとも商品コード、分類コード、商品名、売価を商品情報
として記憶した商品情報ファイルから該当する商品コードの商品情報を読み出すとともに
その商品情報の分類コードに基づいて前記商品情報ファイルから同一分類コードをもつ他
の商品情報を読み出すようにサーバに要求する手段と、表示出力あるいは印刷出力する出
力手段と、前記要求に応じて前記サーバが読み出した同種類の商品情報のリストを出力す
るように前記出力手段を制御する第１の出力制御手段と、前記要求に応じて前記サーバが
読み出した同種類の複数の商品情報のうちの操作者により選択された１つの商品情報に該
当する前記商品の陳列位置を知らせる情報を出力するように前記出力手段を制御する第２
の出力制御手段とを設けたものである。
　請求項４記載の発明は、商品分類名の入力手段と、この入力手段から入力した商品分類
名に対応した分類コードに基づいて、販売する各種商品の少なくとも分類コード、商品名
、売価を商品情報として記憶した商品情報ファイルから同一分類コードをもつ同種類の複
数の商品情報を読み出すようにサーバに要求する手段と、表示出力あるいは印刷出力する
出力手段と、前記要求に応じて前記サーバが読み出した同種類の商品情報のリストを出力
するように前記出力手段を制御する第１の出力制御手段と、前記要求に応じて前記サーバ
が読み出した同種類の複数の商品情報のうちの操作者により選択された１つの商品情報に
該当する前記商品の陳列位置を知らせる情報を出力するように前記出力手段を制御する第
２の出力制御手段とを設けたものである。
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【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
図１はシステム全体の構成を示すブロック図で、ＬＡＮ１にサーバ２及び情報端末装置３
を接続し、前記サーバ２にインライン回線４を介して複数のＰＯＳ（ポイント・オブ・セ
ールス）端末５を接続している。
【０００９】
前記サーバ２は店舗の事務所などバックヤードに設置され、商品情報ファイル２１、陳列
情報ファイル２２を備えている。前記ＰＯＳ端末５は、売り場の出入口近傍の精算所に設
置され、顧客が買物籠に入れてきた商品をバーコードスキャナを使用して１品ずつ登録す
るとともに登録した合計金額に基づいて顧客との金銭の授受を行うようになっている。前
記情報端末装置３は、例えば、ＰＯＳ端末５の設置場所よりも内側の売り場内に設置され
、顧客が自由に操作できるようになっている。前記サーバ２及び情報端末装置３は商品紹
介システムの要部を構成するものである。
【００１０】
前記情報端末装置３は、図２に示すように、制御部本体を構成するＣＰＵ（中央処理装置
）３１、このＣＰＵ３１が各部を制御するためのプログラムデータを格納したＲＯＭ（リ
ード・オンリー・メモリ）３２、前記ＣＰＵ３１が演算処理するデータを一時的に格納す
るメモリや表示データや印刷データを一時的に格納するメモリ等を設けたＲＡＭ（ランダ
ム・アクセス・メモリ）３３、商品に付されたバーコードを読み取るバーコードスキャナ
３４、このバーコードスキャナ３４を制御してバーコードを変換した商品コードを取り込
むスキャナコントローラ３５、キーボード３６、このキーボード３６を制御してキー信号
を取り込むキーボードコントローラ３７、出力手段を構成する画面表示式の液晶ディスプ
レイ３８、このディスプレイ３８を制御して文字表示や画像表示を行わせるディスプレイ
コントローラ３９、出力手段を構成するプリンタ４０、このプリンタ４０を制御して印刷
動作を行わせるプリンタコントローラ４１、前記サーバ２とＬＡＮ１を介して通信を行う
サーバインターフェース４２等によって構成している。
【００１１】
前記ＣＰＵ３１、ＲＯＭ３２、ＲＡＭ３３、スキャナコントローラ３５、キーボードコン
トローラ３７、ディスプレイコントローラ３９、プリンタコントローラ４１及びサーバイ
ンターフェース４２はシステムバスライン４３によって互いに電気的に接続している。
【００１２】
前記サーバ２の商品情報ファイル２１は、図３に示すように、売り場で販売している全て
の商品について、その商品コード、商品を例えば醤油類など分類毎に分けるための分類コ
ード、商品名、商品価格である売価等の情報を格納している。
【００１３】
また、前記サーバ２の陳列情報ファイル２２は、図４に示すように、売り場で販売してい
る全ての商品について、その商品コード、商品を例えば醤油類など分類毎に分けるための
分類コード、商品名、その商品の陳列位置等の情報を格納している。
【００１４】
前記ＰＯＳ端末５による商品の登録処理は次のように行われる。すなわち、ＰＯＳ端末５
はバーコードスキャナで商品のバーコードを読み取ると、そのバーコードを解読した商品
コードを取り込んで前記サーバ２に問い合わせる。前記サーバ２は問い合わせのあった商
品コードに基づいて商品情報ファイル２１を検索し、該当する商品コードに対応した分類
コード、商品名、売価等の商品情報をその商品情報ファイル２１から読み出して問い合わ
せのあったＰＯＳ端末５に送信する。ＰＯＳ端末５は商品コードに基づいてＲＡＭ３３に
単品登録処理を行うとともに分類コードに基づいて分類登録処理を行う。また、売価をデ
ィスプレイに表示するとともに商品名、売価をプリンタによってレシートに印刷する。こ
れを繰り返すことで商品の登録処理を行う。
【００１５】
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前記情報端末装置３のＣＰＵ３１は、図５に示す商品紹介処理を行うようになっている。
すなわち、Ｓ１にて、バーコードスキャナ３４が商品に付されているバーコードをスキャ
ニングし商品コードに変換すると、このバーコードスキャナ３４からの商品コードをスキ
ャナコントローラ３５を介してＲＡＭ３３に取り込む。そして、Ｓ２にて、サーバ２にそ
の商品コードを送信して問い合わせる。
【００１６】
これにより、サーバ２は商品情報ファイル２１を検索し、この商品情報ファイル２１から
受信した商品コードに対応した商品情報、すなわち、分類コード、商品名、売価等を読み
出す。（同種類商品情報の読み出し手段）
続いて、Ｓ３にて、サーバ２から問い合わせた商品コードに対応した商品情報を取得し、
ＲＡＭ３３に格納する。そして、Ｓ４にて、サーバ２に対して取得した商品情報の分類コ
ードと同じ分類コードの商品情報があるかを問い合わせる。
【００１７】
これにより、サーバ２は商品情報ファイル２１を検索し、この商品情報ファイル２１に同
じ分類コードの他の商品情報があればその商品情報、すなわち、商品コード、商品名、売
価等を読み出す。（同種類商品情報の読み出し手段）
商品情報ファイル２１に同じ分類コードの他の商品情報があれば、Ｓ５にて、サーバ２か
らその商品情報を取得し、先に取得した商品情報と今回取得した商品情報を売価の安価な
順にソートしてＲＡＭ３３に格納する。
【００１８】
例えば、図３に示すようなデータを格納した商品情報ファイル２１から分類コード「0000
0000001」の３つの商品情報を取得したとすると、ＲＡＭ３３にはソートにより図７に示
すように売価の安価な順に商品情報が格納されることになる。
【００１９】
そして、Ｓ６にて、ＲＡＭ３３にソートして格納した商品情報に基づいてディスプレイ３
８に、図８に示すように、商品名と売価を安価な順に並べて表示する。（第１の出力制御
手段）
また、商品情報ファイル２１に同じ分類コードの他の商品情報が無ければ、Ｓ７にて、先
に取得した商品情報の商品名と売価のみをディスプレイ３８に表示する。
【００２０】
続いて、Ｓ８にて、キーボード３６から印刷の指示があったかを判定し、印刷の指示があ
れば、Ｓ９にて、同一分類の商品情報の商品名と売価をプリンタ４０により印刷出力して
処理を終了する。（第１の出力制御手段）
また、印刷の指示が無ければ、印刷をせずに処理を終了する。
【００２１】
また、前記情報端末装置３のＣＰＵ３１は、前記ディスプレイ３８に、図８に示すように
、商品名と売価を安価な順に並べて表示されている状態で、例えばキーボード３６の置数
キーを操作することで図６に示す商品の陳列位置報知処理を行うようになっている。すな
わち、Ｓ１１にて、置数キーを操作して商品を選択すると、Ｓ１２にて、その選択した商
品の商品コードをＲＡＭ３３から読み出してサーバ２にその商品の陳列位置を問い合わせ
る。
【００２２】
これにより、サーバ２は陳列情報ファイル２２を検索し、受信した商品コードがあれば該
当する陳列情報、すなわち、分類コード、商品名、陳列位置等を読み出す。（第２の出力
制御手段）
陳列情報ファイル２２に該当する陳列情報があれば、Ｓ１３にて、サーバ２からその陳列
情報を取得し、ディスプレイ３８に、図９に示すように、売り場の陳列棚のレイアウトを
グラフィック表示するとともに該当する商品が陳列してある陳列棚をマーク表示して知ら
せる。
【００２３】
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この状態でさらに拡大表示をキー入力等で指定すると、ディスプレイ３８に、さらに、図
１０に示すように、該当する陳列棚の拡大表示を行うとともに該当する商品が陳列棚のど
の位置にあるかをマーク表示して知らせる。
【００２４】
続いて、Ｓ１４にて、キーボード３６から印刷の指示があったかを判定し、印刷の指示が
あれば、Ｓ１５にて、売り場の陳列棚のレイアウト画像に該当する商品が陳列してある陳
列棚をマークした画像がプリンタ４０により印刷出力して処理を終了する。（第２の出力
制御手段）
また、印刷指示が無ければ印刷をせずに処理を終了する。
【００２５】
また、陳列情報ファイル２２に該当する陳列情報がない場合は、Ｓ１６にて、商品選択の
継続指示が行われたかを判断し、継続指示が行われていれば、Ｓ１１の商品選択の判定に
戻り、継続指示が行われていなければ処理を終了する。
【００２６】
このような構成においては、顧客が来店し、ある商品についてその商品と類似した他の商
品の価格状況を知りたいときには、ある商品に付されたバーコードを情報端末装置３のバ
ーコードスキャナ３４によって読み取る。これにより、情報端末装置３は、商品コードを
サーバ２に問い合わせ、サーバ２は商品情報ファイル２１から該当する商品情報を読み出
して情報端末装置３に送信する。
【００２７】
情報端末装置３は商品情報を受取ると、今度はその商品情報の分類コードをサーバ２に送
信する。これにより、サーバ２は商品情報ファイル２１から同一分類コードの他の商品情
報を読み出して情報端末装置３に送信する。情報端末装置３はサーバ２から商品情報を取
り込むと先に取り込んだ商品情報を含め複数の商品情報を売価の安価な順に並べてディス
プレイ３８に表示する。
【００２８】
これにより、顧客は、同一分類の商品で一番安価な商品を簡単に知ることができる。例え
ば、醤油について多数の商品があれば醤油のうちで一番安価な商品を簡単に知ることがで
きる。また、同一分類の商品において、特売を行うものやタイムサービスで一時的に安価
に販売するものがあれば、それが一番安価な商品として表示されることになるので、顧客
はそれを簡単に知ることができる。このように、顧客に同一分類の商品の中で一番安価な
商品を容易に知らせることができるので顧客に対するサービスを向上できる。
【００２９】
また、この状態で表示されている内容を印刷したいときにはキーボード３６を操作して印
刷を指定すれば表示されている内容が印刷出力されるので、顧客が情報端末装置３の位置
を離れても何時でも確認できるようになる。
【００３０】
ディスプレイ３８に同一分類の複数の商品が売価の安価な順に並べて表示されている状態
で、顧客がキーボード３６を操作して、例えば、一番安価な商品を選択すると、ディスプ
レイ３８にその選択した商品の陳列位置を示す飛揚時が行われる。すなわち、売り場の陳
列棚のレイアウト画像が表示され、その画像において該当する商品が陳列してある陳列棚
がマーク表示される。これにより、顧客は自分が購入したい商品がどこに陳列されている
かを容易に知ることができる。従って、顧客は自分が購入したい商品を容易に見つけ出す
ことができるようになり、この点においても顧客に対するサービスを向上できる。
【００３１】
さらに、詳しく知りたければ、拡大表示をキー入力等で指定する。これにより、該当する
陳列棚の拡大表示が行われ、該当する商品が陳列棚のどの位置にあるかがマーク表示され
る。これにより、顧客は商品が陳列棚のどの位置にあるかを容易に知ることができる。こ
れにより、顧客は、目的の商品をさらに容易に見つけ出して購入することができる。
【００３２】
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また、顧客が商品の陳列位置を記録として欲しいときにはキーボード３６により印刷を指
示する。これにより、売り場の陳列棚のレイアウト及びその画像において該当する商品が
陳列してある陳列棚をマーク表示した画像がプリンタ４０によって印刷出力される。これ
により、顧客が情報端末装置３の位置を離れても目的の商品の陳列位置を何時でも確認で
きるようになる。
【００３３】
なお、この実施の形態においては、情報端末装置３をＰＯＳ端末５の設置場所よりも内側
の売り場内に設置し、顧客がバーコードスキャナ３４を使用して商品からバーコードを読
み取るようにしたが必ずしもこれに限定するものではなく、情報端末装置３をＰＯＳ端末
５の設置場所よりも外側の店の出入口付近に設置し、顧客がキーボードを使用して醤油な
どの商品分類名を入力することでその商品分類に属する商品の商品名と売価を売価の安価
な順に並べて表示するようにしてもよい。なお、この場合は、ＰＯＳ端末５の設置場所よ
りも外側にあるので顧客がその場所に商品を持ち出すことはできないため、商品のバーコ
ードをスキャナで読み取らせるという作業はなく、従って、バーコードスキャナは不要に
なる。
【００３４】
また、この実施の形態では、同一分類の商品を売価の安価な順に並べて表示するようにし
たが必ずしも売価の安価な順に並べて表示する必要はない。
また、この実施の形態では、出力手段としてディスプレイ及びプリンタの両方を使用した
ものについて述べたが必ずしもこれに限定するものではなく、いずれか一方のみ使用する
ものであってもよい。
【００３５】
さらに、この実施の形態では、目的とする商品の陳列位置をディスプレイにグラフィック
画像として表示させて知らせるものについて述べたが必ずしもこれに限定するものではな
く、たとえば、売り場の陳列棚に番号や記号を付し、この番号や記号をディスプレイに表
示して知らせるものであってもよい。
【００３６】
さらにまた、この実施の形態では、売り場内に情報端末装置を１台設置した場合について
述べたが設置する台数は２台以上であってもよく、その設置台数は店舗の売り場面積やレ
イアウト等によって店側で自由に設定できるものである。
【００３７】
【発明の効果】
各請求項記載の発明によれば、同一分類に属する複数の商品の商品名、売価等をまとめて
客に紹介でき、これにより客は例えば一番安い商品を簡単に知ることができ、また、紹介
された商品の１つを選択することでその商品の陳列位置を知らせることができ、これによ
り客は目的の商品を容易に見つけて購入することができ、客へのサービスを向上できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態を示すシステム全体の構成を示すブロック図。
【図２】同実施の形態における情報端末装置の構成を示すブロック図。
【図３】同実施の形態におけるサーバに設けた商品情報ファイルの構成を示す図。
【図４】同実施の形態におけるサーバに設けた陳列情報ファイルの構成を示す図。
【図５】同実施の形態における情報端末装置のＣＰＵによる商品紹介処理を示す流れ図。
【図６】同実施の形態における情報端末装置のＣＰＵによる商品の陳列位置報知処理を示
す流れ図。
【図７】同実施の形態において情報端末装置に取り込んだ同一分類の商品を売価の安価な
順にソートしてメモリに格納した状態を示す図。
【図８】同実施の形態における情報端末装置のディスプレイによる同一分類商品の表示例
を示す図。
【図９】同実施の形態における情報端末装置のディスプレイによる選択商品の陳列位置表
示例を示す図。
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【図１０】同実施の形態における情報端末装置のディスプレイによる選択商品の陳列位置
の拡大表示例を示す図。
【符号の説明】
２…サーバ
２１…商品情報ファイル
２２…陳列情報ファイル
３…情報端末装置
３１…ＣＰＵ（中央処理装置）
３４…バーコードスキャナ
３８…液晶ディスプレイ
４０…プリンタ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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